
 

かほく市 調査総括表（1/6） 

調査番号 ８ 県名 石川県 市町名 かほく市 

１．被害の状況等 

（１） 被災前の人口（R5.3.31） 被災状況図 

総人口 35,940 人 ▼建物被災状況、液状化被害エリア 

 

 
年齢階級別人口 

項目 0-14 歳 15-64 歳 65 歳以上

人口（人） 4,857 20,771 10,312 

比率 13.5% 57.8% 28.7% 

（２） 人的被害の状況（R7.3.18） 

死者 0 人 

行方不明者 0 人 

（３） 都市計画等の状況 

都市計画区域 一部都計区域 

市街化区域 区域区分 無 

用途地域 用途地域指定 有 

（４） 建物等被災の状況（R7.3.18）  ※割合は行政区域等の各区域に示す割合 

区 域 
総軒数 

(軒) 

全壊区域 半壊区域 一部損壊区域 流出軒数 

（軒） 軒数（軒） 割合(%) 軒数（軒） 割合(%) 軒数（軒） 割合(%) 

行政区域 11,080 9 0.1％ 245 2.2％ 87 0.8％ 0 

都市計画区域 11,080 9 0.1％ 245 2.2％ 87 0.8％ 0 

用途地域 8,377 9 0.1％ 208 2.5％ 45 0.5％ 0 

（５）津波浸水被害の状況 （６）液状化被害の状況 （７）火災被害の状況 

区 域 
総面積(ha) 

軒数(軒) 
総面積(ha) 

面積(ha) 割合(%) 面積(ha) 割合(%) 

行政区域 0 0.0％ 341 0 0.0％ 

都市計画区域 0 0.0％ 341 0 0.0％ 

用途地域 0 0.0％ 262 0 0.0％ 
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（８）インフラの状況 

区分 被害状況 復旧状況 備考 

道

路 

国道 通行止め － －  

片側交互通行 － －  

県道 通行止め １路線 全通 通行止めから片側相互通行に

切り替えとなり、現在全通で、

仮復旧事業中 

片側交互通行 （同上） （同上）  

市道 通行止め 不明 全通 通行止めとなっている路線は

ないが復旧事業は未了 

片側交互通行 不明 全通  

電気 一部停電 全通  

水

道 

上水道 一部断水 全通  

営農飲雑用水施設 一部断水 全通  

小規模水道施設 － －  

その他水道施設 － －  

下

水

道 

公共下水道 一部使用不可 全通  

漁業集落排水 － －  

林業集落排水 － －  

通

信 

電話 不明 不明  

インターネット 不明 不明  

ケーブルテレビ 不明 不明  

（９）仮設住宅の整備状況 

区分 世帯 整備状況 備考 

応急仮設住宅 0 0  

みなし仮設住宅 不明 不明  
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２．各種ハザード・過去の被災状況 

（１）各種ハザード状況 

国土交通省北陸地方整備局「液状化しやすさマップ」 

 

（２）過去の被災状況およびその後の対策 

※過去に豪雨による床下浸水、一部損壊被害などの被害が確認されている。 
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３．被災前の上位関連計画策定状況 

 石川県かほく都市計画区域マスタープラン（H21.５月改定） 

 第２次かほく市総合計画（2016～2025）（H28.3 月） 

 かほく市都市計画マスタープラン（H29.3 月） 

 かほく市住生活総合計画（H28.3 月） 

４．被災前の開発・事業計画状況 

 宇ノ気町大崎地区土地区画整理事業（約 5.1ha）施工済（施工年度：2000～2019 年） 

５．復興計画の策定状況 

（１） 復興事前準備の状況 

 事前復興まちづくり計画 無 

 地域防災計画 有 

（２） 復興計画等の策定状況 

 名称 策定年月日 委員会 
パブリック 
コメント 

復興計画 かほく市復旧･復興計画 2025 年 3月 無 無 

その他の方針・計画 無    

（３）復興計画の策定方法等での特質（住民参加・大学との連携等・方向性の変更等） 

特になし 
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６．復興計画の概要（市町全体） 

（１） 整備の基本的な考え方 （２） 整備にあたっての基本的な方針 （４）復興構想図（市町全体対象） 

 

「かほく市復旧･復興計画」のうち市街地に係る内容を（１）（２）に

転載。 

 

基本方針Ａ：暮らし･住まいの再建 

 Ⅲ.土地境界の画定 

  ・今回の地震により側方流動が発生し、土地境界に大きなズレが

生じている。現況の土地境界と被災前の土地境界を土地の所

有者間で確認し、場合によっては、土地区画整理事業の活用も

検討しながら法務局と協議を進め、土地境界の画定に取り組

む。 

 

基本方針Ｂ：インフラの早期復旧 

 Ⅰ.液状化被害の対策 

  ・側方流動が発生し、特に著しい液状化被害が集中した大崎地区

については、地形・地質等の条件を踏まえた対策工法を検討

し、液状化被害の再発防止のための対策に取り組む。その他の

地区においては、調査後、対策の必要性を検討し対策に取り組

む。 

 Ⅴ.地域コミュニティ施設等の再建促進 

  ・地域コミュニティの維持を図るため、被災した地域のコミュニ

ティ活動の拠点となる施設の再建支援やスポーツ施設の復旧

に取り組む。 

住宅再建の
方針 

 被害が深刻な住宅等の公費解体を

進め、住宅再建するための経済的支

援を行う。 

 液状化等により被害を受けた宅地

の復旧や罹災証明書が発行された

住宅の耐震改修などについて支援

を実施。 

 

※復興構想図等はない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コミュニティ
の復興方針 

 地域コミュニティの維持を図るた

め、被災した地域のコミュニティ活

動拠点となる施設の再建支援やス

ポーツ施設の復旧に取り組む。 

浸水対策の
方針 

－ 

火災対策の
方針 

－ 

市街地の 
整備方針 

－ 

避難体系 
の方針 

－ 

交通体系の
整備方針 

－ 

産業・生業、
観光・交流 
の復興方針 

 農地、農業用施設などの被害に応じ

た各種支援メニューの活用を検討

し、農地等の保全、復旧に取り組む。 

 国や県と連携し、地域経済の担い手

である中小企業、個人事業主等へ多

様な支援を行い、なりわいの再建、

地域経済の活性化に向けた取組を

推進。 

景観・文化・
の復興方針 

－ 

（３）地区別の方針の概要 

※地区の設定なし 

※復旧・復興計画における地区の設定はなく、地区別復興方針（詳細）なし 
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《かほく市 調査総括表の各種データの出典等》  

項目 出典等 備考 

１．被害の状況等     

（１）被災前の人口 住民基本台帳   

（２）人的被害の状況 石川県 HP   

（３）都市計画等の状況 かほく市都市計画図   

（４）建物等被害の状況 罹災証明 

罹災証明による被害の状況を行政区域、都

市計画区域、用途地域毎に整理 

（５）津波浸水被害の状況 － 

（６）液状化被害の状況 罹災証明 

（７）火災被害の状況 － 

（８）インフラの状況 かほく市ヒアリング   

（９）仮設住宅の整備状況 －   

２．各種ハザード・過去の被災状況     

（１）各種ハザード状況 国土交通省北陸地方整備局「液状化しやすさマップ」   

（２）過去の被災状況およびその後の対策 新聞報道の内容をもとに記載   

３～５． （省略）     

６．復興計画の概要（市町全体）     

（１）～（４） かほく市復旧･復興計画の内容をもとに記載   

７．地区別復興方針     

（１）～（５） －   

 


